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カーボンナノチューブが潰れると、カーボンナノリボンが形成する。カーボンナノリボンの中央部は平らな形状を
しているが、エッジ部では丸まっており曲率が大きくなっているため、金属ナノ粒子の坦持特性に様々な影響を与え
ると考えられる。
先行研究においてカーボンナノリボン表面に坦持した金属ナノ粒子の分散性、安定性、サイズ分布が調べられ、Au
ナノ粒子はカーボンナノリボンのエッジ部において微細化、安定化し、Ni ナノ粒子はエッジ部を避ける傾向があるこ
とが分かっている [1,2]。Auナノ粒子は、直径 2nm以下で Ptや Pdのような触媒機能を持つ。Niは水素と炭素の合
成ガスから液体燃料を合成する触媒反応であるフィッシャー・トロプシュ合成に用いられる触媒金属の一つである。
Auと Niがカーボンナノリボンに堆積すると、Niがエッジ部を避けることで中央部では Au,Niの混合となり、エッ
ジ部では Auのみが微細化して蒸着すると先行研究から予想した。
本研究では、Au-Ni の二元系をカーボンナノリボンに坦持させて、それらの分散特性や合金化特性をエネルギー分
散型 X 線分光法 (EDX) と電子回折法で調べた。EDXにより空間分布を調べ、回折パターンから格子定数を導いて、
エッジ部と中央部それぞれでそのヒストグラムを作り、違いの有無を調べた。
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